
府

令

省

令

告

示

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校

神
奈
川
県

九
州
測
量
専
門
学
校
日
本
語
科

熊
本
県

国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
日
本
語
学
院
取
手
校

茨
城
県

平成™˜年˜˜月š—日 月曜日 第œ™—›号官 報

別
表
第
一
の
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
日
本
語
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
の
常
陸
学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〇
内
閣
府
令
第
七
十
一
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
八
章
第
一
節

の
規
定
及
び
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
（
昭
和

二
十
七
年
政
令
第
三
百
七
十
三
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
則
（
昭
和
五
十
三

年
総
理
府
令
第
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
こ
と
」
の
下
に「（
企
業
取

引
課
及
び
相
談
指
導
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
事
務
」
の
下
に「（
企

業
取
引
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」を
加
え
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確

保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

一
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年

一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
外
務
省
令
第
十
七
号

外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）

第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
在
外
公
館
に
勤

務
す
る
外
務
公
務
員
の
休
暇
帰
国
に
関
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
休
暇
帰
国

に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
休
暇
帰
国
に
関

す
る
省
令
（
昭
和
二
十
九
年
外
務
省
令
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
プ
レ
ト
リ
ア
（
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
）」を

「
プ
レ
ト
リ
ア
（
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
）

ヌ
ア
ク
シ
ョ
ッ
ト
（
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
）」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第

六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
五
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
百
二
条
の
三
第
五
項
及
び
前
条
第
五
項
の
規
定

は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
は
、

適
用
し
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
六
号

海
上
交
通
安
全
法（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
五
号
）

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
交
通
安
全

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

海
上
交
通
安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

海
上
交
通
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省

令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
海
上
保
安
庁
長
官
の

権
限
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法
に
よ

り
処
分
を
す
る
場
合
に
限
る
。）は
、
当
該
船
舶
交
通
の

危
険
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
海
域
を
管

轄
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
長
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
港
則
法
及
び
海
上
交
通
安
全
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
九
号
）

附
則
第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
七
号

海
上
衝
突
予
防
法（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
衝
突
予
防

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

海
上
衝
突
予
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

海
上
衝
突
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
運
輸
省

令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
中「
無
線
電
信
そ
の
他
の
」

を
「
あ
ら
ゆ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
及
び
第
十
三

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
二

デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
に
よ
る
二
、
一
八

七
・
五
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
四
、
二
〇
七
・
五
キ
ロ
ヘ
ル

ツ
、
六
、
三
一
二
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
八
、
四
一
四
・
五

キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
一
二
、
五
七
七
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
若
し
く

は
一
六
、
八
〇
四
・
五
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
又
は
一
五
六
・

五
二
五
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
の
電
波
に
よ
る
遭
難

警
報

十
三

イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
（
国
際
移
動
通

信
衛
星
機
構
が
監
督
す
る
法
人
が
開
設
す
る
人
工
衛

星
局
の
中
継
に
よ
り
海
岸
地
球
局
と
通
信
を
行
う
た

め
に
開
設
す
る
船
舶
地
球
局
を
い
う
。）そ
の
他
の
衛

星
通
信
の
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備
に
よ
る
遭
難
警

報
第
二
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中「
船
舶
捜
索
救
助
便
覧
」

を
「
国
際
航
空
海
上
捜
索
救
助
手
引
書
第
三
巻
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
五
百
三
十
六
号

公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
号
）

第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
を
適
用
す
る
公
害

防
止
対
策
事
業
と
し
て
、
次
の
事
業
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

事

業

名

事
業
主
体

事

業

期

間

有
明
海
覆
土
等
事
業

佐
賀
県

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

鹿
角
第
二
地
域
公
害
防
除
特
別
土
地
改

良
事
業

秋
田
県

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
五
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
及
び
法
別
表
第
一
の
四
の
表

の
就
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項

第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
及
び
就
学
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を

定
め
る
件
（
平
成
二
年
法
務
省
告
示
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

別
表
第
一
の
国
際
総
合
健
康
専
門
学
校
日
本
語
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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